












くの議論がなされてきた。 Marshall (1920 ；1961, p. 842)自身も，貨幣の限



















































































































































































































































　厚生変化に関するHarberger尺度Harberger Measure (以下では, HM)は，
この一般均衡需要関数邱(/7)を使って，次のように与えられる。
　　　　　　　　　　　　　　－89(52)－
ただし｡,Ｈは，その経済を同じ生産可能性フロンティア上に留めておく
ような価格と所得のαからみへの経路である。
　第〃財を価値尺度財としよう。したがって，ｄＰｎ＝O。この時，（2）は
と書き換えられる。Harberger尺度の値は一意ではない。すなわち，経路
独立ではなく，αからみへの積分経路に依存する。
　Harberger尺度と補償変分の唯一の違いは，補償変分は補償需要関数
Xi(p,U)を使うのに対して, Harberger尺度は一般均衡需要関数ぜ(μ)を
使うことである。これは, Harberger尺度の長所の１つになっている。 Bailey
　　　　　　　　　　　　　－88(53)一
－87（54）－
(1954)やHause(1975)が示しているように，一般均衡需要関数ぜ(μ)は変
化前の均衡の近傍においては補償需要関数Xi(p, U)の優れた２次近似と
なるから，もし一般均衡所得効果が十分に小さければ，あるいはもし変化
が十分に小さければ, Harberger尺度は補償変分の近似として有用である
(図７参照)。
　Harberger尺度のもう１つの長所はパ固別の消費者のHarberger尺度を
合計したHarberger尺度の総和は，集計データから直接に求められるとい
う意味において加法性をもつことである。他方，等価変分の総和は，各構
成員が初期の状態よりも良化するように，変化前の総所得を再分配するこ
とができる場合そしてその場合に限り，非負になる。補償変分の総和は，
各構成員が初期の状態よりも良化するように，変化後の総所得を再分配す
ることができる場合そしてその場合に限り，非負になる。入手可能なデー
タは集計量として与えられることが多いから，このことは利用面でのHar-
berger尺度の強みとなる。
－86（55）－
一85 (56)一
